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(57)【要約】

【課題】　接触性皮膚炎などのIV型アレルギー反応が関

与する皮膚炎に対して優れた予防治療効果を発揮するIV

型アレルギー反応抑制剤を提供すること。

【解決手段】　トリプタントリンまたはその薬学的に許

容される塩を有効成分としてなることを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ト リ プ タ ン ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と

す る IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ２ 】

　 ト リ プ タ ン ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と

す る IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 が 関 与 す る 皮 膚 炎 （ マ ラ セ チ ア 属 に 属 す る 真 菌 が 関 与 す る ア ト ピ

ー 性 皮 膚 炎 を 除 く ） に 対 す る 予 防 治 療 剤 。

【 請 求 項 ３ 】

　 ト リ プ タ ン ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と

す る 接 触 性 皮 膚 炎 に 対 す る 予 防 治 療 剤 。

【 請 求 項 ４ 】

　 藍 （ Polygonum tinctorium） の 有 機 溶 媒 抽 出 物 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と す る

IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ５ 】

　 有 機 溶 媒 抽 出 物 が ト リ プ タ ン ト リ ン を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4記 載 の IV型

ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ト リ プ タ ン ト リ ン の 新 規 な 医 薬 用 途 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 下 記 の 化 学 構 造 式 で 表 さ れ る ト リ プ タ ン ト リ ン （ Tryptanthrin） は 、 公 知 の 化 合 物 で あ

り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 1に お い て 、 藍 （ Polygonum tinctorium） 由 来 の 有 機 溶 媒 抽 出 物 に

含 ま れ る こ と 、 マ ラ セ チ ア 属 に 属 す る 真 菌 に 対 す る 抗 菌 作 用 に 基 づ い て 、 当 該 真 菌 が 関 与

す る 皮 膚 炎 、 例 え ば 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 な ど に 対 し て 有 効 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 化 １ 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 ト リ プ タ ン ト リ ン が 有 す る 薬 理 作 用 の 全 容 は い ま だ 明 ら か に さ れ て い な

い 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ９ ７ ３ ２ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 ト リ プ タ ン ト リ ン が 有 す る 薬 理 作 用 の 解 明 に 基 づ く 、 そ の 新 規 な 医 薬

用 途 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 が 関 与 す

る 皮 膚 炎 に 対 し 、 ト リ プ タ ン ト リ ン が 優 れ た 予 防 治 療 効 果 を 有 す る こ と を 見 出 し た 。 IV型

ア レ ル ギ ー 反 応 は 、 遅 延 型 ア レ ル ギ ー 反 応 と も 呼 ば れ 、 抗 体 が 関 与 せ ず に 、 各 種 リ ン パ 球
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、 特 に 白 血 球 を 介 し て 起 こ る 炎 症 反 応 で あ り 、 い わ ゆ る 「 化 粧 品 か ぶ れ 」 や 「 う る し か ぶ

れ 」 の 他 、 「 金 属 ア レ ル ギ ー 」 や 「 ゴ ム ア レ ル ギ ー 」 な ど に 例 示 さ れ る 接 触 性 皮 膚 炎 が そ

の 代 表 的 な 病 態 と し て 知 ら れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 は 、 真 菌 が 関 与

す る 皮 膚 炎 の 発 症 機 序 と は 全 く 異 な る も の で あ る の で 、 ト リ プ タ ン ト リ ン が そ の 抗 菌 作 用

に 基 づ い て マ ラ セ チ ア 属 に 属 す る 真 菌 が 関 与 す る 皮 膚 炎 に 対 し て 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ

て い て も 、 そ の 知 見 か ら は 、 ト リ プ タ ン ト リ ン の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 に 対 す る 抑 制 作 用 は

、 予 測 す る こ と が で き な い も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑

制 剤 は 、 請 求 項 1記 載 の 通 り 、 ト リ プ タ ン ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効

成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 が 関 与 す る 皮 膚 炎 （ マ ラ セ チ ア 属 に 属 す る 真 菌 が 関

与 す る ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を 除 く ） に 対 す る 予 防 治 療 剤 は 、 請 求 項 2記 載 の 通 り 、 ト リ プ タ

ン ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 接 触 性 皮 膚 炎 に 対 す る 予 防 治 療 剤 は 、 請 求 項 3記 載 の 通 り 、 ト リ プ タ ン

ト リ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 は 、 請 求 項 4記 載 の 通 り 、 藍 （ Polygonum tin

ctorium） の 有 機 溶 媒 抽 出 物 を 有 効 成 分 と し て な る こ と を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 請 求 項 5記 載 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 は 、 請 求 項 4記 載 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応

抑 制 剤 に お い て 、 有 機 溶 媒 抽 出 物 が ト リ プ タ ン ト リ ン を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ト リ プ タ ン ト リ ン が 有 す る 薬 理 作 用 の 解 明 に 基 づ く 、 そ の 新 規 な 医 薬

用 途 と し て の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 が 提 供 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ト リ プ タ

ン ト リ ン の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 に 基 づ い て 、 接 触 性 皮 膚 炎 な ど の IV型 ア レ ル ギ ー

反 応 が 関 与 す る 皮 膚 炎 に 対 す る 予 防 治 療 剤 が 提 供 さ れ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に お い て 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 の 有 効 成 分 と な る ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 天

然 品 で あ っ て も よ い し 、 合 成 品 で あ っ て も よ い 。 天 然 品 の 場 合 、 例 え ば 、 特 許 文 献 1に 記

載 の 方 法 で 、 n-ヘ キ サ ン や 酢 酸 エ チ ル や ジ ク ロ ロ メ タ ン や ジ エ チ ル エ ー テ ル な ど の 有 機 溶

媒 を 、 1種 類 ま た は 複 数 種 類 混 合 し て 用 い て 得 ら れ る 藍 （ Polygonum tinctorium） の 葉 の

有 機 溶 媒 抽 出 物 か ら 単 離 精 製 す る こ と が で き る 。 ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 高 度 に 精 製 さ れ た

形 態 で 用 い て も よ い し 、 ト リ プ タ ン ト リ ン を 含 む 有 機 溶 媒 抽 出 物 の 形 態 で 用 い て も よ い 。

ト リ プ タ ン ト リ ン の 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 塩 と し て は 、 塩 酸 、 硫 酸 、 リ ン 酸 、 硝 酸 な ど の 無

機 酸 や 、 シ ュ ウ 酸 、 フ マ ル 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 ク エ ン 酸 、 酒 石 酸 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 、 ト ル

エ ン ス ル ホ ン 酸 な ど の 有 機 酸 を 例 示 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 の 投 与 経 路 は 、 経 口 （ 錠 剤 、 散 剤 、 顆 粒 剤 、 カ プ セ

ル 剤 な ど に よ る ） 、 非 経 口 （ 注 射 剤 な ど に よ る ） 、 外 用 （ 軟 膏 剤 、 乳 剤 、 ク リ ー ム 剤 、 貼

付 剤 な ど に よ る ） の い ず れ の 経 路 に よ っ て も よ い 。 各 投 与 経 路 に お い て 採 用 さ れ る 製 剤 は

、 自 体 公 知 の 製 剤 学 的 方 法 に 基 づ い て 調 製 す る こ と が で き る 。 そ の 投 与 量 は 、 患 者 の 年 齢

や 体 重 、 症 状 の 程 度 、 健 康 状 態 な ど の 条 件 に よ っ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い （ 必 要 で あ れ ば 特

許 文 献 1を 参 照 し て も よ い ） 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 は 、 種 々 の 形 態 の 食 品 （ サ プ リ メ ン ト を 含 む

） に 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 を 発 揮 す る に 足 る 有 効 量 を 添 加 し て 、 接 触 性 皮 膚 炎 な

ど の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 が 関 与 す る 皮 膚 炎 に 対 し て 予 防 効 果 や 治 療 効 果 を 持 つ 機 能 性 食 品

と し て 食 し て も よ い 。

【 実 施 例 】
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【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 を 、 実 施 例 に お い て 接 触 皮 膚 炎 マ ウ ス モ デ ル

を 用 い た 実 験 に よ っ て 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 記 載 に 何 ら 限 定 し て 解 釈 さ れ

る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

実 施 例 1： D NFB（ ジ ニ ト ロ フ ル オ ロ ベ ン ゼ ン ） 感 作 マ ウ ス の 耳 の 腫 脹 に 対 す る ト リ プ タ ン

ト リ ン の 作 用 （ そ の 1）

（ 実 験 方 法 ）

1.供 試 マ ウ ス

　 6週 齢 か ら 8週 齢 の C57BL/6マ ウ ス を 、 日 本 ク レ ア 社 か ら 購 入 し 、 弘 前 大 学 医 学 部 動 物 実

験 SPF施 設 内 で 繁 殖 、 飼 育 し た 。 飼 料 は 固 形 飼 料 を 用 い 、 自 動 給 水 、 自 動 給 餌 に て 飼 育 し

、 実 験 に 供 し た 。

2.感 作 の た め の D NFBと challengeの た め の D NFBの 調 製 法

　 感 作 の た め の D NFBは 、 ア セ ト ン と オ リ ー ブ オ イ ル を 1:4で 混 合 し た も の に 、 濃 度 が 0.5%

に な る よ う に 混 合 し た 。 challengeの た め の D NFBは 、 ア セ ト ン と オ リ ー ブ オ イ ル を 1:4で 混

合 し た も の に 、 濃 度 が 0.2%に な る よ う に 混 合 し た 。

3.D NFBの 投 与 方 法

　 感 作 の た め の 0.5% D NFBは 、 マ ウ ス の 腹 部 の 毛 を ハ サ ミ で 2× 2cmに 皮 膚 が 露 出 す る ま で

切 り 、 そ こ に 25μ l塗 布 し た 。 challengeの た め の 0.2% D NFBは 、 そ の 5日 後 に マ ウ ス の 耳 の

裏 側 に 10μ l塗 布 し た 。

4.D NFBマ ウ ス モ デ ル の 耳 の 腫 脹 の 測 定 方 法

　 0.5% D NFBを 、 皮 膚 を 露 出 さ せ た マ ウ ス の 腹 部 に 25μ l塗 布 す る こ と で 感 作 を 行 い 、 そ の

5日 後 に 耳 の 厚 さ を マ イ ク ロ メ ー タ ー で 測 定 し た 。 測 定 し た 後 に 、 マ ウ ス の 両 耳 の 裏 側 に 0

.2% D NFBを 塗 布 し て challengeを 行 っ た 。 challengeの 1時 間 後 、 ト リ プ タ ン ト リ ン を 1mg/m

l, 0.1mg/ml, 0.01mg/mlの 各 種 濃 度 （ D MSOで 調 整 ） で マ ウ ス 毎 に 左 耳 に 10μ l塗 布 し た 。

右 耳 に は コ ン ト ロ ー ル と し て D MSOを 10μ l塗 布 し た 。 そ し て challengeを 行 っ て か ら 24時 間

後 、 48時 間 後 に 耳 の 厚 さ の 測 定 を 行 っ た 。 腫 脹 は 、 challenge後 の 耳 の 厚 さ か ら challenge

前 の 耳 に 厚 さ を 引 い て 表 し た 。

　 な お 、 こ の 実 験 に 用 い た ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 特 許 文 献 1に 記 載 の 方 法 に 従 っ て 、 藍 の

乾 燥 葉 粉 砕 物 100.1gに 対 し 、 2回 の ジ ク ロ ロ メ タ ン を 用 い た 抽 出 操 作 （ 800mlと 600ml） を

行 う こ と で ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 1.9323gを 得 、 こ の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 に つ い て 、 フ

ラ ッ シ ュ ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 展 開 溶 媒 は n-ヘ キ サ ン :酢 酸 エ チ ル =4:1） と 薄 層 ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ ー （ 展 開 溶 媒 は ジ ク ロ ロ メ タ ン :ジ エ チ ル エ ー テ ル :n-ヘ キ サ ン =40:1:2） を 行 う

こ と で 単 離 精 製 す る こ と で 取 得 し た （ 13.8mg） 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 実 験 結 果 ）

　 結 果 を 図 1に 示 す （ n=12の 平 均 値 ） 。 図 1か ら 明 ら か な よ う に 、 ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 マ

ウ ス の 耳 の 腫 脹 を 濃 度 依 存 的 に 抑 制 し た 。 よ っ て 、 ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 IV型 ア レ ル ギ ー

反 応 抑 制 作 用 に 基 づ い て 接 触 皮 膚 炎 に 対 し て 優 れ た 効 果 を 有 す る こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

実 施 例 2： D NFB感 作 マ ウ ス の 耳 の 腫 脹 に 対 す る ト リ プ タ ン ト リ ン の 作 用 （ そ の 2）

（ 実 験 方 法 ）

　 実 験 例 1の 4.D NFBマ ウ ス モ デ ル の 耳 の 腫 脹 の 測 定 方 法 に 替 え て 下 記 の 方 法 を 採 用 し た こ

と 以 外 は 実 施 例 1と 同 様 に し て 行 っ た 。

　 0.5% D NFBを 、 皮 膚 を 露 出 さ せ た マ ウ ス の 腹 部 に 25μ l塗 布 す る こ と で 感 作 を 行 い 、 そ の

5日 後 に 耳 の 厚 さ を マ イ ク ロ メ ー タ ー で 測 定 し た 。 測 定 し た 後 に 、 マ ウ ス の 両 耳 の 裏 側 に 0

.2% D NFBを 塗 布 し て challengeを 行 っ た 。 challengeの 1時 間 前 、 1、 8、 及 び 12時 間 後 に 、

ト リ プ タ ン ト リ ン （ 取 得 方 法 は 実 施 例 1に 記 載 の 通 り ） を 1mg/mlの 濃 度 （ D MSOで 調 整 ） で

マ ウ ス 毎 に 左 耳 に 10μ l塗 布 し た 。 右 耳 に は コ ン ト ロ ー ル と し て D MSOを 10μ l塗 布 し た 。 そ

し て challengeを 行 っ て か ら 24時 間 後 、 48時 間 後 に 耳 の 厚 さ の 測 定 を 行 っ た 。 腫 脹 は 、 cha
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l lenge後 の 耳 の 厚 さ か ら challenge前 の 耳 に 厚 さ を 引 い て 表 し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 実 験 結 果 ）

　 結 果 を 図 2に 示 す （ n=12の 平 均 値 ） 。 図 2か ら 明 ら か な よ う に 、 ト リ プ タ ン ト リ ン は 、 ch

allengeの 前 に 塗 布 し た 場 合 で も 、 後 に 塗 布 し た 場 合 で も 、 マ ウ ス の 耳 の 腫 脹 を 抑 制 し た

が 、 そ の 効 果 は 、 特 に 、 challengeの 1時 間 後 に 塗 布 し た 場 合 に 顕 著 で あ っ た 。 よ っ て 、 ト

リ プ タ ン ト リ ン は 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 に 基 づ い て 接 触 皮 膚 炎 に 対 し て 優 れ た 効

果 を 有 す る こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

実 施 例 3： D NFB感 作 マ ウ ス の 耳 の 腫 脹 に 対 す る 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 の 作 用

（ 実 験 方 法 ）

　 実 験 例 1の 4.D NFBマ ウ ス モ デ ル の 耳 の 腫 脹 の 測 定 方 法 に 替 え て 下 記 の 方 法 を 採 用 し た こ

と 以 外 は 実 施 例 1と 同 様 に し て 行 っ た 。

　 0.5% D NFBを 、 皮 膚 を 露 出 さ せ た マ ウ ス の 腹 部 に 25μ l塗 布 す る こ と で 感 作 を 行 い 、 そ の

5日 後 に 耳 の 厚 さ を マ イ ク ロ メ ー タ ー で 測 定 し た 。 測 定 し た 後 に 、 マ ウ ス の 両 耳 の 裏 側 に 0

.2% D NFBを 塗 布 し て challengeを 行 っ た 。 challengeの 1時 間 後 に 、 実 施 例 1に 記 載 の ト リ プ

タ ン ト リ ン を 取 得 す る た め に 調 製 し た 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 を 10mg/ml, 1mg/mlの 各

種 濃 度 （ D MSOで 調 整 ） で マ ウ ス 毎 に 左 耳 に 10μ l塗 布 し た 。 右 耳 に は コ ン ト ロ ー ル と し て D

MSOを 10μ l塗 布 し た 。 そ し て challengeを 行 っ て か ら 24時 間 後 、 48時 間 後 に 耳 の 厚 さ の 測

定 を 行 っ た 。 腫 脹 は 、 challenge後 の 耳 の 厚 さ か ら challenge前 の 耳 に 厚 さ を 引 い て 表 し た

。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 実 験 結 果 ）

　 結 果 を 図 3に 示 す （ n=12の 平 均 値 ） 。 図 3か ら 明 ら か な よ う に 、 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出

物 は 、 10mg/mlと 1mg/mlの い ず れ の 濃 度 に お い て も 、 マ ウ ス の 耳 の 腫 脹 を 抑 制 し た 。 よ っ

て 、 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 は 、 IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 に 基 づ い て 接 触 皮 膚 炎 に

対 し て 優 れ た 効 果 を 有 す る こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ １ ９ 】

製 剤 例 1： 軟 膏

　 ト リ プ タ ン ト リ ン 1gを 無 水 エ タ ノ ー ル 10gに 溶 解 し た 。 こ れ を 約 60℃ に 加 温 し た プ ラ ス

チ ベ ー ス 99gに 添 加 し 、 攪 拌 溶 解 す る こ と で 均 一 に し た 後 、 エ タ ノ ー ル を 減 圧 留 去 し て か

ら 、 室 温 ま で 冷 却 す る こ と で 軟 膏 剤 を 製 造 し た 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

製 剤 例 2： ビ ス ケ ッ ト

　 薄 力 粉 32g、 全 卵 18g、 バ タ ー 14g、 砂 糖 24g、 水 10g、 ベ ー キ ン グ パ ウ ダ ー 1.5g、 ト リ プ

タ ン ト リ ン 0.5g、 合 計 100gを 用 い 、 常 法 に 従 っ て ビ ス ケ ッ ト と し た 。

【 ０ ０ ２ １ 】

製 剤 例 3： 顆 粒 剤

　 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 10g、 澱 粉 33g、 乳 糖 57g、 合 計 100gを 均 一 に 混 合 し 、 常 法 に

従 っ て 顆 粒 剤 と し た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 は 、 接 触 性 皮 膚 炎 な ど の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 が 関 与 す る 皮 膚 炎 に 対 し て 優 れ た 予

防 治 療 効 果 を 発 揮 す る IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 点 に お い て 、 産

業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 図 １ 】 実 施 例 に お け る ト リ プ タ ン ト リ ン の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 を 示 す 一 例 の グ

ラ フ で あ る 。

【 図 ２ 】 同 、 そ の 他 の 例 の グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ３ 】 同 、 藍 の ジ ク ロ ロ メ タ ン 抽 出 物 の IV型 ア レ ル ギ ー 反 応 抑 制 作 用 を 示 す 一 例 の グ ラ

フ で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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